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「
道
の
駅
」
は
、
平
成
５
年
４

月
に
登
録
が
開
始
さ
れ
て
以
来
、

現
在
ま
で
に
１
０
４
０
駅
が
登
録

さ
れ
て
い
る
。

　

道
の
駅
は
「
休
憩
」、「
情
報
発

信
」、「
地
域
と
の
連
携
」
の
３
つ

の
機
能
に
加
え
、
中
越
地
震
か
ら

東
日
本
大
震
災
に
至
る
ま
で
の
復

旧
活
動
等
に
お
け
る
「
道
の
駅
」

の
「
防
災
」
機
能
が
評
価
さ
れ
、

重
視
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　
「
道
の
駅
」
は
発
足
か
ら
20
年

を
経
て
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
に
入

っ
た
。
そ
の
評
価
の
高
さ
や
ブ
ラ

ン
ド
力
に
期
待
し
、
情
報
通
信
や

流
通
関
係
業
等
に
携
わ
る
方
々
が

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
捉

え
、
種
々
の
動
き
が
見
ら
れ
る
昨

今
で
あ
る
。

　

国
土
交
通
省
で
は
、
現
下
の
最

重
要
政
治
課
題
の
一
つ
で
あ
る

「
地
方
創
生
」
の
拠
点
と
し
て
「
道

の
駅
」
を
活
用
す
る
提
案
等
の
募

集
を
開
始
し
て
い
る
。「
道
の
駅

の
機
能
強
化
を
図
り
、
地
方
創
生

の
拠
点
と
す
る
先
駆
的
な
取
り
組

み
を
モ
デ
ル
箇
所
と
し
て
選
定
、

関
係
機
関
が
連
携
の
上
、
計
画
段

階
か
ら
総
合
的
に
支
援
す
る
」
と

報
道
発
表
資
料
に
あ
る
。

　
「
道
の
駅
」
の
評
価
の
高
さ
は
、

道
路
管
理
者
と
地
域
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
り
、
地
方
の
創

意
工
夫
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

の
尊
重
と
、
一
定
レ
ベ
ル
の
質
の

維
持
・
統
一
性
と
の
絶
妙
な
バ
ラ

ン
ス
が
命
で
あ
る
。

　

中
央
発
の
画
一
的
な
流
れ
に
飲

み
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
、
地
域
の

個
性
や
独
自
性
を
ど
う
担
保
す
る

か
、「
道
の
駅
」
連
絡
会
等
を
活

用
し
つ
つ
地
方
の
頑
張
り
を
期
待

し
た
い
。

　

こ
れ
ま
で
の
延
長
上
で
な
く
、

〝
失
敗
は
成
功
の
基
〞
と
い
う
く

ら
い
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
と
、
地

方
の
裁
量
で
創
造
性
が
遺
憾
な
く

発
揮
し
得
る
よ
う
な
柔
軟
か
つ
弾

力
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を
望
み

た
い
。

　

国
と
地
方
並
び
に
官
と
民
が
、

「
道
の
駅
」
の
今
日
的
意
義
を
再

定
義
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
向
上
を
図
り
つ
つ
新
た
な
価
値

を
創
造
し
、「
道
の
駅
」
が
進
化

し
、「
ひ
と
・
ま
ち
・
し
ご
と
創
生
」

に
資
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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農業と国土

道
の
駅
、
地
方
創
生
の
拠
点
に

個
人
主
義
と
国
土
消
滅

　

学
生
時
代
、
中
根
千
枝
の
『
タ

テ
社
会
の
人
間
関
係
』
を
読
み
、

50
年
以
上
経
て
初
め
て
理
解
で
き

た
こ
と
が
あ
る
。「
日
本
人
が
西

欧
近
代
社
会
以
上
の
タ
テ
社
会
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
」
こ
と
だ
。
国

民
の
課
題
解
決
方
法
が
戦
前
ま
で

の
日
本
社
会
か
ら
大
き
く
変
化
し

た
と
思
う
。
現
代
日
本
人
は
西
欧

人
以
上
に
個
人
主
義
が
発
達
し
て

し
ま
い
、
そ
れ
を
認
識
し
て
い
な

い
と
こ
ろ
に
危
機
が
存
在
す
る
と

考
え
て
い
る
。

　

現
代
日
本
の
抱
え
る
様
々
な
課

題
、
人
口
減
少
と
年
金
負
担
、
原

発
再
稼
働
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

デ
フ
レ
脱
却
と
経
済
成
長
、
集
団

的
自
衛
権
と
尖
閣
・
竹
島
、
介
護

と
福
祉
、
防
犯
と
防
災
な
ど
総
て

政
治
的
課
題
で
、
国
民
は
国
の
政

策
と
予
算
抜
き
に
は
解
決
で
き
な

い
と
思
っ
て
い
る
。

　

国
の
政
策
に
対
す
る
選
択
は
デ

モ
や
反
対
運
動
等
の
行
動
と
、
政

党
の
公
約
に
対
す
る
選
挙
し
か
方

法
が
無
い
と
思
い
、
納
税
の
対
価

で
行
政
か
ら
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
権
利
が
あ
る
と
思
っ
た
が
、

予
算
は
充
分
で
な
く
、
消
費
税
率

ア
ッ
プ
受
け
入
れ
も
仕
方
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

　

現
代
日
本
人
が
タ
テ
型
社
会
の

構
造
に
ド
ッ
プ
リ
浸
か
り
、
解
決

方
法
を
見
失
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
私

の
タ
テ
社
会
と
ヨ
コ
社
会
の
問
題

意
識
で
あ
る
。

　

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
実
存
主
義
と

和
辻
哲
郎
の
実
存
主
義
の
違
い
を

書
い
た
文
章
に
出
合
っ
た
。
ハ
イ

デ
ッ
ガ
ー
は
「
時
間
」
に
着
目
し

た
実
存
主
義
者
だ
が
、和
辻
は「
時

間
」
だ
け
で
な
く
「
空
間
」
も
重

視
す
る
。
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
、
人

間
を
「
そ
の
人
だ
け
の
生
涯
と
い

う
時
間
」
で
意
義
付
け
る
個
人
主

義
的
な
思
想
家
だ
。

　

和
辻
は
社
会
と
い
う
「
個
人
を

包
む
空
間
」
を
視
野
に
、
人
間
の

「
個
人
」
と
「
社
会
の
一
員
」
と

い
う
二
面
性
を
見
出
す
。「
風
土
」

と
い
う
著
書
で
「
存
在
」
と
い
う

言
葉
自
体
が
、
人
間
の
二
面
性
を

示
す
と
述
べ
る
。「
存
」
と
い
う

語
は
「
何
か
が
あ
る
こ
と
を
人
が

自
覚
す
る
」
と
い
う
意
味
で
、
時

間
の
意
味
が
含
ま
れ
る
。「
在
」

は
「
ど
こ
か
の
場
所
に
あ
る
」
と

い
う
意
味
。「
社
会
の
ど
こ
か
」

で
あ
り
「
人
間
が
社
会
と
関
係
し

て
い
る
、
同
じ
社
会
に
暮
ら
す
他

人
と
繋
が
り
を
持
ち
な
が
ら
生
き

て
い
る
」
こ
と
を
示
す
。

　

和
辻
は
人
間
の
自
律
を
、
周
囲

に
流
さ
れ
な
い
「
自
分
は
自
分
」

と
い
う
自
覚
を
し
っ
か
り
持
っ
た

う
え
で
「
自
分
だ
け
に
こ
だ
わ
る

気
持
ち
は
捨
て
て
社
会
の
一
員
と

し
て
の
自
分
を
作
る
」こ
と
と
し
、

戦
前
の
日
本
社
会
の
特
質
と
西
欧

哲
学
と
の
違
い
を
明
確
に
し
た
。

タ
テ
社
会
を
象
徴
す
る
典
型
的
個

人
主
義
と
、
ヨ
コ
社
会
を
象
徴
す

る
日
本
型
ム
ラ
社
会
意
識
が
あ
っ

て
初
め
て
、
日
本
人
が
存
在
す
る

と
い
う
。

　

英
国
の
桟
橋
を
特
集
し
た
が
、
今
夏
さ
ら
に
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
南
部
を
回
り
30
の
桟
橋
と
背
後
都
市
を
調
査
し

た
。
今
回
気
に
な
っ
た
点
が
地
域
の
元
気
良
さ
だ
。
英

国
の
人
口
は
日
本
の
半
分
だ
が
、
一
人
当
た
り
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
は
ほ
ぼ
同
じ
。
桟
橋
が
あ
る
沿
岸
都
市
は
人
口
数
千

人
か
ら
20
万
人
。
街
は
整
然
と
し
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り

は
見
か
け
な
い
。
中
心
市
街
地
へ
の
民
間
の
商
業
投
資

は
20
年
前
の
３
倍
に
な
っ
て
い
る
。

　

英
国
は
19
世
紀
に
民
主
導
で
産
業
革
命
が
起
こ
っ

た
。
強
い
民
力
と
地
域
の
自
立
性
が
あ
る
。
か
つ
て
英

国
沿
岸
に
１
０
０
近
く
あ
っ
た
桟
橋
だ
が
、
政
府
は
関

知
せ
ず
、
民
と
地
方
自
治
体
の
問
題
と
し
て
取
り
扱
わ

れ
て
い
た
。
英
国
の
桟
橋
は
、
当
時
の
民
間
に
よ
る

起
業
だ
。
運
営
は
民
営
で
い
わ
ゆ
る
公
有
民
営
で
あ

る
。

　

こ
の
た
め
施
設
に
対
す
る
所
有
や
経
営
意
識
が
強

く
、
こ
れ
が
維
持
管
理
、
つ
ま
り
存
続
さ
せ
な
が
ら
成

長
さ
せ
て
い
こ
う
と
い
う
精
神
に
繋
が
り
、
街
づ
く
り

営々と築いた豊葦原瑞穂国の象徴、米どころ新潟の棚田（遠方の山は八海山）

海と共に生きる（番外編） 民からの発想／真の民活
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に
も
根
付
い
て
い

る
。
街
づ
く
り
は

地
方
自
治
体
が
中

心
と
な
り
、
地
元

民
間
企
業
や
地
域

住
民
が
連
携
し
な

が
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス

の
振
興
、
ア
ク
セ

ス
の
向
上
、
環
境

美
化
や
治
安
向
上

が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
民
意
を
重
視
す
る
、
住
民
主
導
、
行
政
参
加
型
の

街
づ
く
り
だ
。

　

我
が
国
も
１
９
８
０
年
代
に
地
域
づ
く
り
に
民
間
活

力
の
活
用
が
も
て
は
や
さ
れ
た
が
、
バ
ブ
ル
が
弾
け

る
と
萎
ん
で
し
ま
っ
た
。
当
時
の
民
活
は
、
民
間
の

資
金
と
経
営
セ
ン
ス
の
活
用
だ
。
英
国
型
の
民
活
は
、

民
間
の
社
会
奉
仕
精
神
の
活
用
と
資
金
力
、
い
わ
ば

民
間
の
利
他
精
神
の
活
用
の
よ
う
に
思
え
た
。

　

こ
れ
が
桟
橋
や
そ
の
背
後
の
沿
岸
都
市
を
元
気
づ
け

さ
せ
る
源
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
地
域
の
元
気
と
は
経

済
力
で
は
な
く
、
地
域
自
ら
が
地
域
を
成
長
さ
せ
よ
う

と
す
る
信
念
と
行
動
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
地
方
創

生
が
叫
ば
れ
る
我
が
国
も
、
道
の
駅
や
一
部
の
地
域
で

そ
ん
な
動
き
が
起
こ
り
つ
つ
あ
る
が
、
こ
う
し
た
動
き

が
さ
ら
に
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
一
般
財
団
法
人
沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
　
八
尋
明

彦
）
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